
名古屋市立大学：グローバル未来都市共創に資する次世代研究者エンパワメントプログラム

【目指していること】
名古屋市を設置母体とする都市型総合大学として、地域貢献度において高い評価を受けている。専門性を進化させるだけなく、研究課題を俯

瞰的にとらえる能力を鍛えて研究を通じて社会問題を解決する新たな博士人材を創造する。

【特長】
着実・堅実な研究力に上乗せする形で、①プレゼン力②交渉力③合意形成力④行動力、というスキルセットを獲得させるために下記A～Jのエン

パワメントコンテンツを提供する。
A.研究科横断的副指導教員制度
B.グローバル都市共創のための異分野融合教育プログラム
C.研究・キャリアパスに関連した多様なイベントへの参加
D.企業での研究インターンシップ
E.最先端の実験研究およびデータサイエンスの基礎の習得
F.英語プレゼンテーションコース
G.海外大学・公的機関への派遣
H.市民向けアウトリーチ活動
I.普及と実装への戦略体験
J.“多様な異質との共存”武者修行

【今年度支援学生数】 ２６名

【事業統括】
氏名：澤本 和延 所属・役職

医学研究科 脳神経科学研究所所長・教授

略歴
1996 年 筑波大学 基礎医学系 助手
1997 年 大阪大学 医学部 助手
2003 年 慶應義塾大学 医学部 専任講師
2005 年 慶應義塾大学 特別研究助教授
2007 年 名古屋市立大学 医学部 教授
2018-2021 年 医学研究科 副研究科長（研究担当）
2020-2022 年 学長補佐（研究・産学官イノベーション）
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